
政
治
漫
画
の
日
米
比
較

九

二
年
六
月
の
政
治
漫
画
の
内
容
分
析

茨
　
木
　
正
　
治

第
一
章
　
は
じ
め
に

第
二
章
　
内
容
分
析

　
　
ω
分
析
の
方
法

　
　
②
分
析
と
考
察

　
　

①
テ
ー
マ

　
　
②
シ
ン
ボ
ル
の
分
析

　
　

③
活
字
情
報
と
の
関
連

第
三
章
　
お
わ
り
に

第
一
章
　
は
じ
め
に

　
政
治
現
象
は
多
種
多
様
な
様
相
を
も
つ
と
同
時
に
共
通
の
像
を
描
き
出
す
。
こ
の
複
雑
な
政
治
現
象
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
視
座
の

中
心
に
自
己
を
置
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
人
間
そ
れ
自
体
も
政
治
的
現
実
の
な
か
に
い
る
た
め
に
、
い
か
に
し
て
自
分
の

位
置
を
確
認
す
る
か
は
容
易
な
ら
ざ
る
問
題
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
ふ
つ
う
政
治
を
「
み
る
」
立
場
に
い
る
民
衆
で
あ
っ
て
も
、
自
分
を
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中
心
と
し
た
小
規
模
な
人
間
関
係
で
は
政
治
を
「
す
る
」
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
国
家
や
地
球
規
模
の
政
治
に
お
い
て
も
全
く
政
治
と
関

わ
ら
な
い
傍
観
者
で
は
い
ら
れ
ず
、
何
ら
か
の
形
で
政
治
と
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
混
沌
と
し
た
政
治
「
認
識
」
の
状
況
に
お
い
て
、
比
較
の
視
座
が
政
治
現
象
の
把
握
の
一
助
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
社
会

科
学

に
お
け
る
比
較
の
重
要
性
は
、
観
察
者
と
し
て
の
自
己
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
点
で
客
観
性
の
維
持
を
め
ざ
す
努
力
の
産

物
で

あ
っ
た
。
自
己
（
自
国
）
の
も
つ
問
題
を
そ
れ
と
似
た
形
の
他
者
（
他
国
）
の
問
題
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
他

者
（
他
国
）
が
描
き
だ
す
自
己
（
自
国
）
像
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
（
自
国
）
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
文

化
の
違
い
を
無
視
し
て
も
余
り
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
比
較
の

視
座

を
「
政
治
漫
画
」
に
用
い
る
こ
と
は
二
つ
の
面
で
の
効
果
を
も
つ
。
一
つ
に
は
「
政
治
漫
画
」
が
描
く
対
象
の
比
較
を
通

じ
て
多
角
的
な
政
治
的
現
実
を
描
き
出
す
こ
と
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
政
治
漫
画
」
自
体
の
対
象
化
が
あ
る
。
政
治
的
現
実
の
描
き
方

を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
的
背
景
を
捨
象
し
て
も
な
お
か
つ
残
る
特
性
を
引
き
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
「
政

治
漫
画
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
人
間
が
あ
る
政
治
現
象
の
局
外
者
で
あ
る
と
同
時
に
別
の
次
元
の
政
治
現
象
の
局
内
者
で
あ
る
こ
と
は
、
情
報
の
受
け
手

と
送
り
手
と
の
双
方
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
手
と
送
り
手
の
両
方
の
働

き
を
も
ち
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
手
研
究
は
、
効
果
研
究
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
心
理
学
の

知
見
を
得
た
定
量
的
な
実
証
研
究
が
従
来
か
ら
主
流
で
あ
っ
た
。
他
方
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
組
織
・
構
造
、
社
会
や
政
治
と
の
関
係
を

社
会
学
的
に
分
析
す
る
送
り
手
研
究
は
、
定
性
的
・
記
述
的
な
分
析
を
特
徴
と
し
て
い
る
た
め
に
数
量
化
に
な
じ
ま
な
い
部
分
が
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

「

実
証
的
」
で
な
い
と
み
な
さ
れ
、
受
け
手
研
究
に
く
ら
べ
て
関
心
が
薄
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
容
を
科
学
的
に
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
内
容
分
析
」
研
究
は
、
本
来
は
送
り
手
研
究
の
範
疇
に
は
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
受
容
者
分
析
や
効
果
分

析
の
よ
う
な
受
け
手
研
究
の
調
査
資
料
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
送
り
手
研
究
と
受
け
手
研
究
と
の
双
方
を
繋
ぐ
分
析
手
法
と
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し
て
考
え
ら
れ
得
る
。

　
「

内
容
分
析
」
研
究
は
、
も
っ
ぱ
ら
新
聞
記
事
を
素
材
に
し
て
そ
こ
か
ら
政
治
的
あ
る
い
は
社
会
的
諸
問
題
を
考
察
す
る
も
の
が
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

視
覚
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
も
の
は
、
テ
レ
ビ
の
内
容
分
析
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
客
観
報
道
」
を
旗
印
に
す
る
新

聞
報
道
の
な
か
に
あ
っ
て
、
新
聞
社
・
漫
画
家
の
送
り
手
の
価
値
体
系
を
表
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
受
け
手
で
あ
る
読
者
の
そ
れ
を
も
暗

黙

の
う
ち
に
示
し
て
い
る
「
政
治
漫
画
」
は
、
新
聞
記
事
や
コ
ラ
ム
・
社
説
と
い
っ
た
新
聞
内
の
活
字
情
報
が
捉
え
き
れ
な
い
情
報
を
内

包
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
「
政
治
漫
画
」
は
新
聞
内
で
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
活
字
・
視
覚
の
両
方
の
メ
デ
ィ
ア
の
相
互
作
用
を
そ
の
中

に

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
本
稿
で

は
、
視
覚
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
「
政
治
漫
画
」
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
一
九
九
二
年
六
月
の
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
政
治
漫
画
」
の
比
較
検
討
を
お
こ
な
う
。
合
衆
国
の
「
政
治
漫
画
」
は
建
国
以
来
の
伝
統
を
持
ち
、
常
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

一
定
の
水
準
が
保
た
れ
て
い
て
「
真
摯
な
討
論
と
勇
敢
な
意
見
表
明
」
を
凝
集
す
る
存
在
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
合
衆
国
の

「

政
治
漫
画
」
と
日
本
の
「
政
治
漫
画
」
と
を
「
政
治
漫
画
」
の
形
態
に
着
目
し
た
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に
検
討
を
加
え
、

「

政
治
漫
画
」
そ
の
も
の
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
、
描
か
れ
る
対
象
と
し
て
の
政
治
現
象
や
状
況
を
再
構
成
す
る
。

第
二
章
　
内
容
分
析

ω
分
析
方
法

　
一
九
九
二
年
六
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
〇
日
ま
で
に
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
」
、
「
朝
日
新
聞
」
、
「
毎
日
新
聞
」
、
「
読
売
新
聞
」
の

四
紙
に
掲
載
さ
れ
た
「
政
治
漫
画
」
計
八
九
枚
を
用
い
た
。
な
お
、
日
本
の
「
三
紙
」
（
以
下
同
じ
）
は
東
京
最
終
版
で
あ
る
縮
刷
版
を
、

「

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
」
（
以
下
「
ポ
ス
ト
」
「
朝
日
」
「
毎
日
」
「
読
売
」
と
略
）
は
実
紙
を
そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
新
聞
の

「

政
治
漫
画
」
の
内
容
分
析
を
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
視
点
を
設
定
し
て
分
析
・
考
察
を
行
な
っ
た
。
①
「
政
治
漫
画
」
が
扱
っ
て

27



北陸法學第1巻第3号（1993）

い

る
テ
ー
マ
、
②
テ
ー
マ
を
象
徴
化
し
て
い
る
事
物
・
人
物
と
そ
れ
ら
の
相
互
作
用
的
連
関
、
③
「
政
治
漫
画
」
内
・
外
の
文
字
と
、
「
政

治
漫

画
」
の
画
像
と
の
関
連
、
④
①
か
ら
③
ま
で
を
ふ
ま
え
た
上
で
の
「
政
治
漫
画
」
の
修
辞
技
法
に
よ
る
分
析
。
こ
れ
ら
①
か
ら
④
ま

で
の
視
点

を
も
と
に
し
て
「
三
紙
」
と
「
ポ
ス
ト
」
と
の
「
政
治
漫
画
」
の
技
法
に
関
す
る
比
較
を
行
な
っ
た
。

　
①
テ
ー
マ
の
分
析

　
「

政
治
漫
画
」
が
扱
う
題
材
は
何
か
を
一
枚
ず
つ
読
み
取
り
、
一
枚
に
つ
き
一
項
目
を
原
則
に
し
て
選
び
出
し
、
九
項
目
（
「
政
治
」
、

「

外
交
」
、
「
経
済
」
、
「
労
働
」
、
「
世
界
」
、
「
文
化
」
、
「
社
会
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
」
、
「
そ
の
他
」
）
に
分
類
し
た
。
ま
た
、
一
項
目
に
選
び
き
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

な
い
「
政
治
漫
画
」
は
テ
ー
マ
の
重
複
が
あ
る
と
み
な
し
、
重
複
し
た
項
目
の
頻
度
を
数
え
た
。
ま
た
、
こ
の
九
項
目
の
中
で
頻
度
の
高

い

項
目
に
は
さ
ら
に
細
目
を
設
け
て
詳
細
な
検
討
を
く
わ
え
た
。

　
②
「
シ
ン
ボ
ル
」
の
分
析

　
①
で
選
び
出
し
た
テ
ー
マ
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
（
「
シ
ン
ボ
ル
化
」
し
て
い
る
）
事
柄
を
人
物
と
事
物
に
分
け
て
「
政
治
漫
画
」
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
に
引
き
出
し
比
較
し
た
。
人
物
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
漫
画
」
一
枚
ご
と
に
登
場
す
る
「
認
知
で
き
る
」
人
物
の
頻
度
数
を
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、
「
シ
ン
ボ
ル
化
」
さ
れ
た
事
物
・
人
物
が
相
互
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
い
を
も
っ
て
「
政
治
漫
画
」
を
構
成
し
て
い
る
か
を
み

る
た
め
に
、
「
政
治
漫
画
」
を
被
験
者
に
見
せ
た
後
、
そ
の
内
容
を
主
述
関
係
が
は
っ
き
り
し
た
一
文
に
ま
と
め
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
を
も

と
に
し
て
、
「
政
治
漫
画
」
の
「
主
体
」
と
「
客
体
」
に
含
ま
れ
る
事
物
・
人
物
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
「
述
部
」
の
主
要
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

要
因
で
あ
る
「
述
語
動
詞
」
に
着
目
し
て
、
い
く
つ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
そ
の
「
述
語
動
詞
」
を
分
け
、
そ
の
頻
度
を
調
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ザ

　
ま
た
、
「
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
た
事
物
・
人
物
」
と
表
現
技
巧
と
の
関
連
を
み
る
た
め
に
、
③
線
、
明
暗
、
形
態
（
色
調
や
雰
囲
気
を
作
る
）

ω
身
体
の
誇
張
ω
物
の
配
置
、
構
成
、
④
人
物
・
事
物
の
相
対
的
大
き
さ
、
ω
対
象
と
な
る
も
の
の
動
き
、
の
五
つ
の
項
目
を
設
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

そ
れ
ら
が
個
々
の
「
政
治
漫
画
」
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
一
枚
ご
と
に
一
項
目
を
選
び
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し

う
と
し
た
。
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③
文
字
情
報
と
の
関
連

　
ま
ず
、
「
政
治
漫
画
」
内
部
に
あ
る
文
字
情
報
（
「
見
出
し
」
、
「
フ
キ
出
し
」
、
「
説
明
語
句
」
）
と
画
像
と
の
関
連
を
み
る
。
こ
れ
ら
の
「
政

治
漫
画
内
」
文
字
情
報
が
画
像
に
対
し
て
、
④
な
け
れ
ば
内
容
が
つ
か
め
な
い
（
「
優
位
」
）
、
ω
な
く
て
も
遜
色
が
な
い
（
「
劣
位
」
）
、
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

④
、
㈲
い
ず
れ
で
も
な
い
（
「
中
立
」
）
と
い
う
三
段
階
の
尺
度
を
用
い
て
評
定
し
た
。
ま
た
、
「
政
治
漫
画
内
情
報
」
が
画
像
に
与
え
る
影

響
に

つ
い

て
、
文
字
情
報
が
α
与
え
ら
れ
た
場
面
を
「
解
説
」
し
て
い
る
、
β
画
像
内
の
意
見
を
「
説
明
」
し
て
い
る
、
γ
描
か
れ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

物
や
場
面
に
つ
い
て
内
在
す
る
事
柄
を
「
暴
露
」
し
て
い
る
、
の
三
項
目
か
ら
一
項
目
を
評
定
者
に
選
ば
せ
た
。

　
次

に
、
「
政
治
漫
画
」
外
の
文
字
情
報
と
し
て
「
社
説
」
と
、
テ
ー
マ
の
根
拠
に
な
っ
た
「
記
事
」
を
あ
げ
、
そ
れ
ら
の
政
治
的
態
度
と

「

政
治
漫
画
」
の
テ
ー
マ
そ
の
も
の
へ
の
立
場
と
を
そ
れ
ぞ
れ
「
好
意
」
、
「
中
立
」
、
「
非
好
意
」
の
三
段
階
尺
度
で
評
定
し
比
較
し
た
。

政治漫画の日米比較（茨木）

②
分
析
と
考
察

　
①
テ
ー
マ
の
分
析

　

（表

1
）
の
よ
う
に
、
日
本
の
「
政
治
漫
画
」
は
ど
れ
も
「
政
治
」
（
国
内
）
を
テ
ー
マ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
「
三
紙
」
の
総
数
六
九

枚
中
、
六
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
て
い
る
。
「
朝
日
」
と
「
毎
日
」
に
そ
の
傾
向
は
著
し
い
（
「
朝
日
」
七
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
毎
日
」

八
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
率
で
あ
る
）
。
さ
ら
に
、
「
世
界
」
（
国
際
政
治
）
（
「
一
二
紙
」
全
体
で
二
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
加
え
る
と
、

日
本
の
「
政
治
漫
画
」
の
九
割
が
「
政
治
」
現
象
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
三
紙
」
が
「
政
治
」
と
「
世
界
」

を
中
心
と
す
る
文
字
通
り
の
「
政
治
」
漫
画
で
あ
る
の
は
、
「
朝
日
」
（
九
二
年
一
二
月
ま
で
）
や
「
読
売
」
に
他
の
領
域
を
扱
う
定
期
的

　
　
　
　
　
　
　
　

な
一
コ
マ
漫
画
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
「

政
治
」
と
他
領
域
（
敢
え
て
「
社
会
」
と
呼
ぶ
）
と
の
分
業
が
明
確
に
な
さ
れ
て
い
る
「
三
紙
」
に
対
し
て
、
「
ポ
ス
ト
」
で
は
三
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

内
）
政
治
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
政
治
漫
画
」
の
数
は
比
較
的
少
い
（
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
「
社
会
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
社
会
風
刺
画
」
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の
性
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「

政
治
」
の
項
目
を
も
う
少
し
細
か
く
み
る
と
、
「
三
紙
」
は
「
議
会
」
（
国
会
運
営
）
を
扱
っ
た
も
の
が
四
七
枚
中
二
九
枚
（
六
一
パ

ー
セ
ン
ト
）
あ
る
（
表
2
）
。
こ
の
割
合
は
「
朝
日
」
、
「
毎
日
」
、
「
読
売
」
と
も
に
差
違
は
な
い
。
具
体
的
に
は
、
九
二
年
六
月
一
五
日
に

第
一
二
三
国
会
で
可
決
成
立
し
た
P
K
O
法
を
め
ぐ
る
衆
・
参
両
議
院
内
の
政
治
状
況
を
描
写
し
た
も
の
が
二
九
枚
の
な
か
の
九
割
以
上

を
占
め
て
お
り
、
一
二
三
国
会
が
こ
の
法
案
成
立
の
た
め
の
国
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
「
三
紙
」
の
「
政
治
漫
画
」
が
如
実
に
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
時
事
的
な
テ
ー
マ
の
多
さ
が
「
三
紙
」
の
特
徴
で
あ
る
。

　
「

ポ

ス

ト
」
の
場
合
に
は
、
「
選
挙
」
（
大
統
領
選
挙
）
が
「
政
治
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
政
治
漫
画
」
＝
二
枚
の
約
半
数
に
及
ん
で
い

る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
ペ
ロ
ー
候
補
と
い
う
、
人
物
の
頻
度
が
高
く
、
人
間
個
人
の
性
格
や
特
徴
が
テ
ー
マ
設

定
の
大
き
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
ポ
ス
ト
」
の
「
政
治
漫
画
」
が
「
選
挙
」
以
外
に
半
数
近
く
を
テ
ー
マ
と
し
て

登
場
さ
せ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
「
三
紙
」
の
P
K
O
へ
の
集
中
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
「
三
紙
」
の
よ

う
に
、
あ
る
一
つ
の
出
来
事
に
テ
ー
マ
を
集
中
さ
せ
る
「
一
点
集
中
」
型
の
「
政
治
漫
画
」
は
「
高
級
紙
」
と
「
大
衆
紙
」
の
相
矛
盾
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

る
性
格
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
政
治
漫
画
」
の
「
集
中
化
」
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
テ
ー
マ
の
重
複
に
つ
い
て
は
、
「
三
紙
」
も
「
ポ
ス
ト
」
も
目
立
っ
た
傾
向
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
テ
ー
マ
の
重
複
が
顕
在
化
し
な
か
っ

た

の

は
、
テ
ー
マ
と
「
政
治
漫
画
」
と
が
一
対
一
に
対
応
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、
重
複
さ
れ
た
テ
ー
マ
が

す
べ
て
「
文
化
」
と
「
政
治
」
の
組
合
せ
で
あ
り
、
「
文
化
」
テ
ー
マ
が
主
テ
ー
マ
の
「
政
治
」
の
理
解
を
補
完
す
る
働
き
し
か
し
な
か
っ

た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
毎
日
」
で
は
七
枚
の
「
政
治
」
を
主
テ
ー
マ
に
し
た
「
政
治
漫
画
」
の
う
ち
五
枚
が
「
文
化
」

と
の
組
合
せ
で
あ
り
、
「
政
治
」
の
常
識
（
共
通
の
了
解
事
項
）
で
想
起
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
も
う
少
し
鮮
明
に
す
る
作
用
を
狙
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
ポ
ス
ト
」
で
は
、
テ
ー
マ
と
文
化
に
よ
る
示
唆
だ
け
で
な
く
、
他
の
技
法
で
も
作
品
を
際
立
た
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の

よ
う
に
細
部
に
は
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
「
三
紙
」
と
「
ポ
ス
ト
」
と
の
間
に
は
「
文
化
」
的
要
素
に
依
存
し
て
「
政
治
」
の
常
識
を
想
起
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さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
に
お
い
て
は
共
通
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ば
、
読
者
の
認
知
を
「
政
治
」
に
固
定
化
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

②
シ
ン
ボ
ル
の
分
析

　
「
政
治
漫
画
」
の
テ
ー
マ
を
ど
の
よ
う
な
事
物
で
象
徴
化
し
て
い
る
の
か
を
み
る
と
、
「
三
紙
」
で
は
日
用
品
や
機
械
な
ど
が
多
く
生
物

も
同
じ
く
ら
い
多
い
（
表
3
）
。
こ
れ
ら
二
つ
の
項
目
を
合
わ
せ
る
と
半
数
近
く
に
も
な
る
。
こ
の
な
か
で
政
治
現
象
を
直
接
イ
メ
ー
ジ
さ

せ

る
も
の
（
選
挙
演
説
用
自
動
車
、
だ
る
ま
な
ど
）
は
比
較
的
少
な
く
、
専
ら
擬
人
化
に
よ
っ
て
政
治
現
象
を
読
み
手
に
想
起
さ
せ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
会
議
事
堂
に
手
足
を
つ
け
た
り
、
欠
伸
を
さ
せ
た
り
す
る
も
の
か
ら
、
牛
の
顔
に
田
辺
社
会
党
委
員
長
の

顔
を
つ
け
た
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る
。
ま
た
、
「
衣
装
」
に
つ
い
て
は
全
部
が
迷
彩
服
で
あ
っ
た
。
社
会
党
の
牛
歩
戦
術
の
シ
ン
ボ

ル

と
同
様
に
、
P
K
O
法
案
の
シ
ン
ボ
ル
も
事
物
が
固
定
化
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
、
「
ポ
ス
ト
」
で
は
、
「
人
物
」
の
誇
張
に
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
統
領
選
挙
に
関
す
る
テ
ー
マ

の
多
さ
が
こ
こ
に
反
映
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
大
統
領
選
挙
候
補
者
の
性
格
（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）
を
描
こ
う
と

し
た
こ
と
と
大
統
領
の
政
策
を
彼
の
登
場
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
シ
ン
ボ
ル
化
さ
れ
る
人
物
の
数
を
み
る
と
、
い
ず
れ
の
「
政
治
漫
画
」
も
登
場
人
物
数
が
一
人
か
ら
三
人
ま
で
が
多
い
（
一
人
も
い
な

い

場
合
も
含
め
る
と
、
約
六
割
に
も
の
ぼ
る
）
。
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
「
見
か
け
の
情
報
容
量
」
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
「
政
治
漫
画
」

の
コ

マ
数
の
制
約
、
政
治
現
象
と
い
う
舞
台
の
登
場
人
物
、
シ
ナ
リ
オ
の
性
格
、
な
ど
が
情
報
容
量
の
固
定
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
1
2
）

い

る
。
政
治
の
舞
台
で
の
出
し
物
の
定
番
は
、
日
本
で
は
「
与
党
と
野
党
」
の
対
立
で
あ
り
、
「
政
府
」
と
「
庶
民
」
（
「
国
民
」
、
「
大

衆
」
、
「
民
衆
」
）
の
や
り
と
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
定
番
は
九
二
年
六
月
の
「
政
治
漫
画
」
に
も
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
P
K
O
法

案
を
め
ぐ
る
国
会
論
戦
、
法
案
成
立
後
の
参
院
選
に
む
け
て
の
「
庶
民
」
へ
の
態
度
な
ど
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
（
表
4
）
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
内
外
政
治
家
で
九
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
ほ
ぼ
登
場
人
物
の
す
べ
て
を
網
羅
す
る
こ
と
か
ら
、
内
政
・
外
交
の
「
主
役
」
は
政
治
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家
が
担
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
は
環
境
サ
ミ
ッ
ト
や
翌
月
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
に
関
わ
る
「
政
治
漫
画
」
の
影
響
で
、

「

三
紙
」
の
「
外
国
首
脳
」
の
登
場
数
が
多
い
（
二
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
「
首
相
（
大
統
領
）
」
、
「
与
党
政
治
家
」
、
「
野
党
政
治
家
」
と

い

う
項
目
に
収
飲
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
政
治
的
行
為
の
主
体
が
政
治
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
暗
黙
の
前
提
に
な
っ
て
い
る
こ

と
と
、
政
党
の
党
首
が
無
条
件
に
政
党
を
象
徴
化
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
政
党
党
首
以
外
に
政
党
を
象
徴
化
す
る
も

の

に
乏
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
「
ポ
ス
ト
」
で
は
異
な
る
。
共
和
党
は
象
、
民
主
党
は
駈
馬
、
と
い
っ
た
ふ
う
に
人
物
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

外

に
も
政
党
を
シ
ン
ボ
ル
化
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
象
徴
化
さ
れ
た
テ
ー
マ
が
、
政
党
主
体
の
問
題
で
あ
る
の
か
政
治
家

主
体
の
そ
れ
で
あ
る
の
か
を
「
ポ
ス
ト
」
で
は
明
確
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。
政
治
家
と
い
う
人
物
が
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
カ
バ
ー
す
る
領

域
の
違
い
は
、
「
政
治
漫
画
」
の
読
み
手
に
対
し
て
の
負
担
（
ど
の
程
度
政
治
に
関
す
る
知
識
を
常
識
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
）
の
違

い

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
「
政
治
漫
画
」
の
読
者
層
の
尖
鋭
化
が
「
三
紙
」
の
ほ
う
に
表
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る

と
い
え
る
。

　
「

政
治
漫
画
」
の
「
文
法
」
を
探
る
た
め
に
、
「
主
語
ー
述
語
関
係
」
を
み
て
い
く
。
ま
ず
、
「
主
語
」
に
あ
た
る
「
主
体
」
に
つ
い
て

は
、
「
三
紙
」
で
は
「
首
相
」
、
「
政
治
家
」
、
「
外
国
人
」
の
順
に
頻
度
が
大
き
い
（
表
5
）
。
そ
し
て
こ
の
三
項
目
だ
け
で
八
五
・
三
パ
ー

セ

ン

ト
に
も
な
る
。
さ
ら
に
、
「
庶
民
」
と
「
女
性
」
を
ふ
く
め
る
と
九
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
率
で
あ
り
、
「
政
治
漫
画
」
の
人
物
中

心
傾
向
が
こ
こ
で
も
は
っ
き
り
と
表
れ
て
い
る
。
「
庶
民
」
と
「
女
性
」
（
と
も
に
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
い
）
の
頻
度
の
低
さ
は
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
庶
民
」
は
政
治
現
象
の
批
判
の
主
体
で
あ
り
政
治
現
象
そ
の
も
の
の
「
主
体
」
で
は
な
い
と
み

な
さ
れ
て
い
る
。
「
静
か
な
る
傍
観
者
（
観
察
者
）
」
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
姿
勢
は
明
確
に
は
表
現
さ
れ
な
い
。
「
女
性
」
は
「
社
会
」
現
象

で

は
「
社
会
風
刺
画
」
の
「
主
体
」
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
「
政
治
漫
画
」
に
お
い
て
は
ト
ピ
ッ
ク
的
な
事
象
で
な
い
と
描
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

れ

る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。

　

「

ポ

ス

ト
」
の
「
主
体
」
で
特
徴
的
な
の
は
、
モ
ノ
が
「
主
体
」
と
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
で
あ
る
（
三
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
「
物
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質
」
、
「
政
治
家
」
、
「
大
統
領
」
の
順
番
で
あ
る
が
、
分
布
の
様
相
は
偏
り
が
「
三
紙
」
に
比
べ
て
な
い
。
「
物
質
」
の
内
容
を
細
か
く
み
て

み

る
と
、
自
然
（
森
林
の
伐
採
）
、
建
物
（
煙
で
大
気
汚
染
を
促
進
さ
せ
て
い
る
工
場
）
、
組
織
・
集
団
（
省
庁
、
議
会
）
な
ど
擬
人
化
ま

で
に

は
至
ら
な
い
が
悪
い
意
味
で
の
人
間
性
が
感
じ
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
。
「
ポ
ス
ト
」
の
「
政
治
漫
画
」
の
「
主
体
」
で
も
う
ひ
と
つ
特

記
す
べ
き
こ
と
は
、
「
庶
民
」
の
描
か
れ
方
で
あ
る
。
「
三
紙
」
よ
う
な
「
静
か
な
る
傍
観
者
」
で
は
な
く
、
批
判
す
べ
き
行
為
を
す
る
対

象
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
立
候
補
表
明
を
せ
ず
、
争
点
や
政
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
ペ
ロ
ー
氏
（
候

補
）
に
熱
狂
的
な
対
応
を
す
る
民
衆
の
姿
を
「
風
刺
」
し
て
い
る
「
政
治
漫
画
」
が
あ
る
。
権
力
批
判
の
た
め
の
「
良
識
の
権
化
」
と
し

て

の
民
衆
像
に
陥
る
の
を
避
け
て
い
る
。
あ
く
ま
で
、
柔
軟
な
姿
勢
で
対
象
化
を
試
み
て
い
る
。
選
挙
が
「
イ
メ
ー
ジ
選
挙
」
と
呼
ば
れ
、

政
治
参
加
の
あ
る
べ
き
姿
か
ら
は
乖
離
し
て
い
る
と
い
う
批
判
は
日
本
に
お
い
て
も
当
然
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
主
権
者
で
あ
る
民

衆
の
責
任
を
「
政
治
漫
画
」
が
問
い
掛
け
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
絶
対
的
な
批
判
主
体
と
い
う
「
民
衆
」
の
地
位
・
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

を
日
本
の
「
政
治
漫
画
」
も
見
な
お
す
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「

述
語
」
に
相
当
す
る
部
分
は
「
客
体
」
と
「
述
語
動
詞
」
か
ら
な
る
。
「
客
体
」
に
つ
い
て
は
、
「
三
紙
」
に
お
い
て
は
「
そ
の
他
」

は

別
に
し
て
比
較
的
一
様
で
あ
る
。
「
外
国
人
」
が
多
い
の
は
、
国
際
会
議
の
開
催
の
た
め
で
あ
る
（
表
6
）
。
国
際
関
係
の
な
か
の
日
本

政
治

を
表
す
「
政
治
漫
画
」
の
設
定
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
国
内
の
政
治
状
況
を
観
衆
と
し
て
見
物
し
て
い
る
の
は
、
「
庶
民
」
で

は

な
く
「
海
外
の
人
々
」
な
の
で
あ
る
。
内
政
の
影
響
が
海
外
に
ま
で
及
ん
で
い
る
反
面
、
「
庶
民
」
が
受
け
手
と
し
て
登
場
す
る
機
会
が

少
な
い
と
こ
ろ
に
加
え
て
傍
観
者
す
ら
た
り
え
な
い
「
庶
民
」
像
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
政
治
が
「
庶
民
」
か
ら
ま
す
ま
す
乖
離
し
て
い
く

こ

と
を
「
政
治
漫
画
」
は
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
。
（
表
6
）
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
読
売
」
の
「
そ
の
他
」
項
目
は
「
読
売
」
の

「

客
体
」
総
数
の
七
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ぶ
。
こ
れ
は
、
「
読
売
」
の
「
客
体
」
の
種
類
が
多
様
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
人
物
が

外
国
人
政
治
家
以
外
の
人
物
が
多
か
っ
た
こ
と
や
、
生
き
物
が
そ
れ
に
次
い
で
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
ポ
ス
ト
」
は
「
政
党
」
、
「
庶

民
」
が
多
く
、
「
三
紙
」
に
く
ら
べ
て
「
政
治
」
の
享
受
者
と
し
て
の
「
庶
民
」
像
を
あ
る
程
度
持
ち
、
批
判
対
象
と
し
て
の
姿
と
合
わ
せ
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て

考
え
る
な
ら
ば
、
「
庶
民
」
を
必
要
以
上
に
理
想
的
な
存
在
と
み
な
さ
ず
に
他
の
対
象
（
為
政
者
、
組
織
、
体
制
、
制
度
な
ど
）
と
同
様

に

相
対
的
な
視
点
で
捉
え
て
い
る
と
い
え
る
。

　
「

述
語
動
詞
」
に
つ
い
て
は
、
「
三
紙
」
で
は
「
積
極
的
行
為
」
が
全
体
の
三
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
、
以
下
「
消
極
的
行
為
」
（
無

視
、
遅
滞
、
浮
遊
な
ど
）
、
「
意
外
な
結
果
」
（
起
承
転
結
の
転
を
生
ず
る
行
為
）
、
「
感
情
の
表
出
」
と
続
く
（
表
7
）
。
こ
こ
に
お
い
て
も

「

読
売
」
が
著
し
い
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
「
感
情
の
表
出
」
と
な
る
行
為
が
「
朝
日
」
と
「
毎
日
」
に
く
ら
べ
て
き
わ
だ
っ
て
多
い
。
元

来
、
「
政
治
漫
画
」
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
「
含
み
」
と
呼
べ
る
は
た
ら
き
が
あ
る
こ
と
は
経
験
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
対
象
を
直
接
攻

撃
せ
ず
、
攻
撃
の
意
味
・
意
義
を
伏
せ
た
り
、
媒
介
物
を
お
い
て
そ
れ
へ
の
攻
撃
を
通
じ
て
本
来
の
対
象
を
「
笑
う
」
こ
と
が
そ
れ
で
あ

る
。
言
い
か
え
れ
ば
「
風
刺
」
に
は
直
接
の
感
情
の
表
出
は
そ
ぐ
わ
な
い
。
も
っ
と
も
感
情
ム
キ
出
し
の
対
象
を
嘲
笑
す
る
こ
と
は
あ
り

う
る
。
「
読
売
」
の
事
例
も
半
数
は
そ
う
だ
が
、
文
字
情
報
（
見
出
し
、
画
像
説
明
文
字
な
ど
）
と
の
相
互
作
用
に
よ
り
対
象
へ
の
直
接
的

な
感
情
が
表
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
「
意
外
な
結
果
の
招
来
」
で
は
、
「
政
治
漫
画
」
の
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
対
比
．
対
照
の
技

（1
6
）
法
を
表
出
さ
せ
る
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
「
ポ
ス
ト
」
の
「
政
治
漫
画
」
に
つ
い
て
も
「
三
紙
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
「

主
体
」
、
「
客
体
」
、
「
述
語
動
詞
」
の
相
互
関
係
を
形
態
的
に
み
た
の
が
（
表
8
）
の
表
現
形
式
上
の
特
徴
で
あ
る
。
日
本
の
「
三
紙
」

で

は
、
描
か
れ
て
い
る
物
の
「
配
置
」
に
も
っ
と
も
神
経
を
払
い
、
次
い
で
画
像
内
で
に
お
け
る
「
動
き
」
、
「
大
き
さ
」
、
「
線
．
形
態
」

と
続
く
が
、
各
々
「
配
置
」
の
約
半
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
「
ポ
ス
ト
」
で
は
、
色
調
や
明
暗
を
重
視
し
、
「
線
．
形
態
」
、
そ
し

て
、
人
物
を
「
戯
画
」
化
す
る
た
め
の
「
身
体
（
誇
張
）
」
、
が
多
い
点
が
特
徴
と
し
て
見
い
だ
せ
る
。
「
対
比
・
対
照
」
を
生
み
出
す
表
現

技
巧
が
日
本
と
合
衆
国
で
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
③
活
字
情
報
と
の
関
連

　
「

政
治
漫
画
」
内
の
見
出
し
や
「
フ
キ
出
し
」
、
お
よ
び
説
明
語
句
は
、
画
像
と
補
完
関
係
に
あ
る
こ
と
が
経
験
的
に
知
ら
れ
て
い
る

が
、
描
き
手
の
意
図
に
反
し
て
画
像
を
凌
駕
す
る
こ
と
が
あ
る
（
表
9
、
表
1
0
）
。
な
お
（
表
9
）
、
（
表
1
0
）
と
も
に
「
政
治
漫
画
」
内
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字
情
報
か
ら
み
た
関
係
で
あ
る
。

　

（表

9
）
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
「
政
治
漫
画
」
全
体
と
し
て
は
、
「
劣
位
」
と
「
中
位
」
で
七
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
画
像
の

補
完

と
い
う
役
割
を
文
字
情
報
は
越
え
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
新
聞
別
に
み
る
と
、
「
朝
日
」
に
こ
の
補
完
傾
向
は
強
い
。
入

六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
の
二
項
目
で
占
め
て
い
る
。
画
像
内
の
シ
ン
ボ
ル
が
安
定
し
た
対
応
を
し
て
い
る
（
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」
「
迷
彩
服
」

1
1
P
K
O
、
「
宮
沢
・
大
内
・
石
田
」
‖
自
公
民
P
K
O
支
持
協
力
、
な
ど
）
こ
と
が
補
完
傾
向
の
強
さ
を
裏
付
け
て
い
る
。
一
般
に
人
物

シ
ン
ボ
ル
は
、
使
用
頻
度
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
と
文
字
情
報
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
宮
沢
首
相
は
政

府

を
代
表
す
る
と
同
時
に
与
党
自
民
党
を
代
表
し
、
か
つ
政
府
に
お
け
る
政
策
そ
の
も
の
や
そ
れ
に
付
随
す
る
内
外
の
諸
問
題
を
も
象
徴

化
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
ま
り
に
頻
繁
に
宮
沢
首
相
が
登
場
す
る
と
、
読
み
手
に
と
っ
て
は
そ
れ
だ
け
で
は
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
「
政

治
漫
画
」
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
文
字
情
報
に
頼
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
U

N
T
A
C
（
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治
機
構
）
の
明
石
代
表
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
P
K
O
以
外
に
登
場
す
る
こ
と
の
き
わ
め
て
少
な
い
人
物

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
物
が
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
登
場
す
れ
ば
、
読
み
手
は
文
字
情
報
に
そ
れ
ほ
ど
依
存
す
る
こ
と
な
く
「
政
治
漫
画
」

の

テ
ー
マ
を
理
解
し
や
す
い
。

　
「

ポ

ス

ト
」
の
場
合
、
と
り
た
て
て
文
字
情
報
優
位
の
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
全
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
文
字
情
報
の
画

像
に

た
い
す
る
補
完
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
若
干
「
優
位
」
項
目
の
頻
度
が
大
き
い
の
は
、
前
述
し
た
シ
ン
ボ
ル
の
使
用
過
多
状
況

が

日
本
の
「
三
紙
」
に
比
べ
て
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
次

に
「
政
治
漫
画
」
内
情
報
が
画
像
に
内
在
す
る
主
張
や
意
見
に
ま
で
ど
の
程
度
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
を
み
て
み
よ
う
。
（
表
1
0
）

に

よ
れ
ば
、
画
像
内
の
事
実
を
解
説
す
る
に
と
ど
ま
る
「
政
治
漫
画
」
は
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
あ
り
、
事
実
を
ま
ず
伝
え
よ
う
と
す
る
こ

と
が
わ
か
る
。
個
々
の
新
聞
別
に
み
る
と
、
「
朝
日
」
で
は
「
事
実
暴
露
」
に
ま
で
関
与
す
る
文
字
情
報
が
一
割
に
も
満
た
な
い
こ
と
が
特

徴
と
し
て
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
政
治
漫
画
」
の
画
像
に
内
在
す
る
主
義
・
主
張
に
ま
で
文
字
情
報
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
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の

は
、
「
朝
日
」
に
お
い
て
は
、
内
在
す
る
「
論
理
」
は
文
字
で
な
く
画
像
で
、
と
読
み
手
に
判
断
を
預
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
「
事
実

暴
露
」
に
関
し
て
は
、
「
読
売
」
が
最
も
高
く
（
三
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
次
い
で
「
ポ
ス
ト
」
の
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

　
最
後

に
、
「
政
治
漫
画
」
の
表
し
て
い
る
立
場
を
外
的
な
文
字
情
報
と
テ
ー
マ
に
た
い
し
て
評
定
し
た
。
（
表
1
1
）
を
み
る
と
、
テ
ー
マ

に
た
い
し
て
非
好
意
的
、
つ
ま
り
批
判
的
な
態
度
を
表
明
す
る
「
政
治
漫
画
」
が
全
体
と
し
て
は
五
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
各
新
聞
ご
と
に
み
る
と
、
「
ポ
ス
ト
」
（
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
毎
日
」
（
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
「
朝
日
」
（
五
五
・
ニ
パ
ー
ゼ

ン

ト
）
の
順
で
テ
ー
マ
へ
の
非
好
意
性
が
高
い
と
い
っ
た
結
果
を
得
た
。
政
治
批
判
の
手
段
と
し
て
の
「
政
治
漫
画
」
の
特
徴
が
ま
だ
失

わ

れ
て

は

い

な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
と
に
「
ポ
ス
ト
」
に
お
い
て
高
い
割
合
を
示
し
た
（
「
一
二
紙
」
全
体
で
は
四
五
パ
ー
セ
ン

ト
と
日
本
の
「
政
治
漫
画
」
は
約
半
分
に
落
ち
る
）
の
は
、
「
政
治
漫
画
」
の
新
聞
上
で
の
存
在
証
明
が
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と

と
、
政
治
批
判
の
確
か
な
手
段
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
社
会
的
に
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
の
二
つ
を
原
因
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「

朝
日
」
や
「
毎
日
」
が
「
ポ
ス
ト
」
に
比
べ
「
政
治
批
判
率
」
が
低
い
の
は
、
「
不
偏
不
党
」
や
「
客
観
報
道
」
の
姿
勢
と
そ
れ
を
支
え

　
　
　
　
　
（
1
7
）

る
構
造
的
背
景
か
ら
日
本
の
「
政
治
漫
画
」
が
必
ず
し
も
自
由
で
は
な
い
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
読
売
」
の
よ
う
に
「
好
意
」

が
少
し
上
回
り
つ
つ
も
全
般
的
に
平
板
な
結
果
を
得
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
適
正
」
な
客
観
的
立
場
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
「
独
自
の
」
立
場

を
主
張
す
る
組
織
の
姿
勢
が
「
政
治
漫
画
」
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
こ
れ
も
ま
た
、
「
政
治
漫
画
」
の

「

存
在
被
拘
束
性
」
を
暗
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

（表

1
1
）
は
テ
ー
マ
に
た
い
し
て
の
「
記
事
」
と
「
社
説
」
の
態
度
を
示
し
て
い
る
。
テ
ー
マ
に
対
す
る
「
政
治
漫
画
」
の
態
度
と
比

べ
る
と
「
政
治
漫
画
」
、
「
記
事
」
、
「
社
説
」
の
相
互
の
関
係
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
記
事
」
に
つ
い
て
は
、
テ
ー
マ
に
対
し
て
事
実
関

係

を
表
記
し
た
「
中
立
」
的
態
度
が
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
あ
り
、
日
米
の
新
聞
と
も
に
差
違
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
は
「
政
治
」
記

事
と
い
う
記
事
の
性
格
（
偏
り
を
極
力
避
け
る
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
と
く
に
日
本
の
新
聞
で
は
大
き
い
。
「
社
説
」
と
テ
ー
マ
と
の
関
係
に

つ
い

て
は
、
テ
ー
マ
に
関
し
て
「
非
好
意
的
」
（
批
判
的
）
な
態
度
を
と
る
社
説
が
多
い
。
「
読
売
」
が
少
々
他
と
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
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六
月
前
半
の
P
K
O
審
議
に
つ
い
て
「
朝
日
」
や
「
毎
日
」
と
は
異
な
っ
た
態
度
を
と
っ
た
た
め
で
あ
る
。
「
ポ
ス
ト
」
も
ほ
ぼ
批
判
と
「
中

立
」
・
「
好
意
」
が
半
々
で
あ
っ
た
。

　
で

は
ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
お
い
て
「
政
治
漫
画
」
と
「
記
事
」
・
「
社
説
」
が
ど
う
い
っ
た
関
連
を
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
三
紙
」

に

つ
い

て

は
、
P
K
O
法
案
成
立
を
め
ぐ
る
「
政
治
漫
画
」
が
最
も
多
い
の
で
、
「
P
K
O
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
社
説
」
を
み
る
と
、
「
朝

日
」
六
枚
、
「
毎
日
」
七
枚
、
「
読
売
」
一
〇
枚
、
計
二
三
枚
あ
る
。
「
P
K
O
」
関
連
の
「
政
治
漫
画
」
は
「
朝
日
」
＝
二
枚
、
「
毎
日
」

四
枚
、
「
読
売
」
一
四
枚
、
計
三
一
枚
六
月
に
表
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
政
治
漫
画
」
と
「
社
説
」
と
の
対
応
の
仕
方
を
次
の
よ
う
に

規
定
し
た
。
「
政
治
漫
画
」
の
制
作
に
影
響
を
与
え
る
点
を
考
慮
し
て
、
「
政
治
漫
画
」
の
掲
載
さ
れ
る
日
を
含
み
、
そ
の
日
以
前
の
日
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

「

社

説
」
が
当
該
「
政
治
漫
画
」
に
対
応
す
る
も
の
と
み
な
し
た
。
「
P
K
O
」
テ
ー
マ
を
さ
ら
に
四
つ
の
小
テ
ー
マ
（
「
P
K
O
」
そ

の
も
の
、
「
牛
歩
戦
術
」
、
「
三
党
合
意
」
、
「
議
員
辞
職
」
）
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
を
み
た
。
「
P
K
O
」
そ
の
も
の
と
「
三
党
合
意
」

は
、
政
府
・
与
党
の
対
応
へ
の
評
価
で
あ
り
、
・
牛
歩
戦
術
」
、
・
議
員
辞
職
L
は
・
野
党
゜
社
会
甦
の
対
応
へ
の
評
価
と
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
ま
ず
、
政
府
の
所
作
へ
の
評
価
を
み
る
と
、
「
朝
日
」
は
国
会
運
営
の
模
様
を
描
く
こ
と
に
終
始
し
、
P
K
O
そ
の
も
の
へ
の
批
判
を
し

て

は

い

な
い
。
「
政
治
漫
画
」
と
同
様
「
社
説
」
で
も
こ
の
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。
「
毎
日
」
は
「
政
治
漫
画
」
で
は
「
朝
日
」
と
同
じ
よ

う
に
国
会
運
営
へ
の
批
判
を
見
せ
て
い
る
が
、
「
社
説
」
で
は
P
K
O
そ
の
も
の
へ
の
批
判
が
存
在
し
た
。
こ
こ
か
ら
、
「
政
治
漫
画
」
は

「

社
説
」
と
対
立
す
る
関
係
は
み
ら
れ
ず
、
「
社
説
」
の
態
度
に
規
定
さ
れ
迎
合
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。
「
読
売
」
で
は
、
P
K
O
に
対

し
て
「
政
治
漫
画
」
は
六
枚
中
三
枚
「
好
意
的
」
な
評
価
を
下
し
て
い
た
。
「
社
説
」
は
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
三
枚
あ
り
す
べ
て
「
好
意

的
」
で
あ
っ
た
。
「
朝
日
」
や
「
毎
日
」
と
一
見
対
照
的
に
み
え
る
が
、
「
社
説
」
に
た
い
し
て
迎
合
・
包
摂
関
係
に
あ
る
こ
と
は
共
通
の

特
徴
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に

野
党

（社
会
党
）
の
対
応
へ
の
評
価
を
み
る
。
ど
の
新
聞
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
「
社
会
党
批
判
」
の
色
彩
を
帯
び
、
「
社
説
」
に
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追
従
す
る
形
で
「
政
治
漫
画
」
が
登
場
し
て
い
る
。
「
朝
日
」
は
「
牛
歩
戦
術
」
、
「
議
貝
辞
職
」
に
関
す
る
「
政
治
漫
画
」
は
そ
れ
ぞ
れ
二

枚
ず
つ
あ
り
、
い
ず
れ
も
批
判
的
な
態
度
を
示
し
て
い
た
。
「
社
説
」
は
「
議
員
辞
職
」
に
関
す
る
も
の
が
一
枚
あ
り
批
判
的
内
容
で
あ
っ

た
。
「
毎
日
」
は
「
政
治
漫
画
」
で
は
こ
の
項
目
は
一
枚
し
か
扱
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
社
説
」
も
言
明
を
避
け
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら

「

朝
日
」
と
「
毎
日
」
の
政
治
的
態
度
の
一
端
が
み
え
る
。
「
読
売
」
で
は
、
「
牛
歩
戦
術
」
に
つ
い
て
「
政
治
漫
画
」
三
枚
、
「
社
説
」
二

枚
、
「
議
員
辞
職
」
で
は
双
方
四
枚
ず
つ
で
す
べ
て
批
判
的
態
度
を
示
し
て
い
た
。
こ
の
点
か
ら
「
読
売
」
の
政
治
的
態
度
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
「
毎
日
」
、
「
朝
日
」
、
「
読
売
」
の
順
に
社
会
党
批
判
が
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
「
社
説
」

に

対
立
す
る
「
政
治
漫
画
」
は
見
ら
れ
ず
、
「
社
説
」
の
立
場
を
踏
襲
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　
「

ポ

ス

ト
」
に
つ
い
て
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
お
よ
び
彼
の
政
策
と
議
会
な
ど
の
「
政
治
漫
画
」
が
五
枚
あ
り
、
「
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（
で

の
大
統
領
の
姿
勢
）
」
、
「
修
正
予
算
案
」
に
関
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
政
治
漫
画
」
に
対
応
し
て
「
社
説
」
が
そ
れ
ぞ
れ
五
枚
存
在

し
、
す
べ
て
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
政
策
へ
の
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
環
境
問
題
を
省
み
な
い
修
正
予
算

案
を
支
持
し
た
こ
と
を
描
く
「
政
治
漫
画
」
（
九
二
年
六
月
九
日
付
）
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
前
々
日
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統

領
の
環
境
政
策
は
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
の
提
言
同
様
芳
し
く
な
い
と
批
判
（
六
月
七
日
付
）
し
、
さ
ら
に
六

月
八
日
に
は
、
修
正
案
支
持
を
ひ
っ
こ
め
る
よ
う
示
唆
す
る
「
社
説
」
を
載
せ
て
い
る
。
ま
た
、
六
月
一
四
日
の
「
政
治
漫
画
」
で
は
ほ

う
ほ
う
の
体
で
サ
ミ
ッ
ト
か
ら
逃
げ
出
す
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
を
描
く
と
、
一
一
日
の
「
社
説
」
で
下
院
へ
修
正
予
算
案
へ
の
反
対
の
意
思

表
示

を
す
る
よ
う
に
と
し
き
り
に
促
し
、
一
四
付
で
は
、
富
裕
国
の
利
害
の
み
に
終
始
し
た
の
で
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
の
国
際
的
な
規
模
の

環
境
政
策
は

親
展
し
な
か
っ
た
と
嘆
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
ポ
ス
ト
」
に
お
い
て
も
コ
ニ
紙
」
と
同
様
、
「
社
説
」
の
態
度
に
同
調

し
て
「
政
治
漫
画
」
の
態
度
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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第
三
章
　
お
わ
り
に

　
「

政
治
漫
画
」
の
特
徴
を
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
新
聞
の
「
政
治
漫
画
」
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。
テ
ー
マ
で
は
、

テ
ー
マ
の
重
複
に
つ
い
て
文
化
に
依
存
す
る
こ
と
が
あ
り
、
シ
ン
ボ
ル
に
つ
い
て
は
、
「
主
体
」
に
女
性
が
登
場
す
る
こ
と
が
少
な
く
、
あ

る
意
味
で
女
性
軽
視
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
、
「
述
語
動
詞
」
に
は
含
み
を
も
た
せ
る
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
が
あ
げ
ら
れ
、

活
字
情
報
と
の
関
連
で
は
、
「
政
治
漫
画
」
内
情
報
は
画
像
を
補
完
し
「
政
治
漫
画
」
外
情
報
は
逆
に
画
像
（
性
格
に
は
画
像
と
内
的
文
字

情
報
の
セ
ッ
ト
）
を
追
従
さ
せ
る
関
係
に
あ
る
こ
と
、
が
そ
れ
ぞ
れ
共
通
点
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
た
。
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
漫
画
」

と
「
社
会
風
刺
画
」
と
の
分
業
が
日
本
で
は
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
「
庶
民
」
の
描
写
、
政
治
批
判
と
し
て
の
立
場
の
明
確
さ
に
お
い
て
ア

メ
リ
カ
の
「
政
治
漫
画
」
は
拘
束
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
今
後
の
展
開
と
し
て
以
下
の
三
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
、
長
期
的
研
究
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
視
覚
メ
デ
ィ
ア
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
な
か
で
も
つ
位
置
付
け
を
あ
き
ら
か

に

す
る
た
め
に
、
た
と
え
ば
ガ
ー
ブ
ナ
ー
等
の
「
滴
養
効
果
研
究
」
や
「
文
化
指
標
研
究
」
の
知
見
を
も
と
に
信
念
・
価
値
体
系
へ
の
研

究
に

関
与
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
第
二
に
、
文
化
研
究
の
展
開
か
ら
、
異
文
化
接
触
、
統
合
と
支
配
へ
の
政
治
権
力
論
へ
の
拡
大
へ
と
す
す
め
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
あ

ろ
う
。
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
分
析
が
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
に
、
「
政
治
漫
画
」
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
「
笑
い
」
の
問
題
が
あ
る
。
「
コ
ミ
ッ
ク
」
と
の
比
較
を
足
が
か
り
に
、
（
非
）
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
「
笑
い
」
と
の
比
較
を
行
な
う
と
こ
ろ
か
ら
体
制
の
安
全
弁
を
超
え
た
新
し
い
役
割
を
「
政
治
漫
画
」
に

持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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第
一
章

（
1
）
早
川
善
治
郎
「
概
説
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
1
」
（
学
文
社
、
一
九
九
三
年
）
九
頁
。

（
2
）
「
内
容
分
析
」
研
究
に
つ
い
て
は
、
ロ
゜
零
「
±
8
P
e
ミ
§
、
』
§
冒
き
ひ
C
§
§
§
㏄
e
、
ざ
蕩
知
霧
魯
さ
亡
一
q
う
O
ぷ
ρ
男
゜
＝
o
】
ω
亘
◎
）
ミ
§
、
』
R
冒

　

∀
∨
§
皆
書
へ
寒
ぎ
§
§
ヘ
ミ
§
§
ミ
D
、
一
㊤
O
S
を
参
照
。

（
3
）
映
像
論
、
図
像
学
の
立
場
か
ら
テ
レ
ビ
放
送
、
映
画
の
分
析
は
少
し
ず
つ
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

（
4
）
°
り
8
茸
9
R
、
．
即
o
品
8
、
“
日
P
即
8
冨
冒
S
臣
§
§
～
◎
N
§
。
菖
ミ
S
恥
ざ
き
お
討

第
二
章

（
1
）
重
複
の
も
つ
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
選
挙
と
「
政
治
漫
画
」
1
研
究
動
向
・
内
容
分
析
1
」
（
「
選
挙
研
究
」
第
五
号
　
　
一
九
九
〇
年
）
参

　
　
照
。

（
2
）
被
験
者
五
名
に
入
九
枚
の
「
政
治
漫
画
」
を
見
せ
、
そ
の
中
の
人
物
に
対
し
て
名
前
を
記
入
さ
せ
た
。

（
3
）
こ
の
「
主
ー
述
」
関
係
の
枠
組
み
は
国
文
法
（
ロ
語
）
に
依
拠
し
て
い
る
。

（
4
）
表
現
技
巧
が
相
互
作
用
と
関
連
が
あ
る
こ
と
は
経
験
的
に
も
知
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
む
ろ
ん
、
技
巧
間
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
回
は
省
略
し
た
。

（
6
）
評
定
者
は
前
述
の
被
験
者
と
は
異
な
る
五
人
を
選
ん
だ
。

（7
）
】
≦
°
苦
a
庁
葺
白
り
で
合
】
≦
°
冨
8
已
留
゜
、
、
㊥
o
】
一
亘
畠
】
○
①
詳
8
房
器
∂
0
8
「
冨
巴
閤
o
∋
‥
〉
↓
①
×
o
昌
o
ヨ
∨
o
木
O
「
①
O
巨
6
】
）
｛
留
8
「
紹
．
、
“
O
o
ヨ
∋
c
邑
8
江
8

　
　
呂
8
0
鷺
①
9
P
ふ
゜
。
“
（
這
゜
。
ご
“
一
q
⊃
や
・
N
ω
ひ
゜
を
参
考
に
し
た
。

（
8
）
「
朝
日
」
に
は
「
社
会
戯
評
」
（
横
山
泰
三
）
（
九
二
年
＝
一
月
ま
で
）
、
「
読
売
」
に
は
「
岡
本
敏
の
世
相
寸
評
」
（
毎
週
土
曜
日
掲
載
）
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
載

　
　
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
「
政
治
漫
画
」
と
「
社
会
風
刺
画
」
と
の
内
容
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
新
聞
漫
画
に
み
る
政
治
と
社
会
1
1
9
9
2
年
6
・
7
月
を
中
心
と
し

　
　
て
ー
」
（
関
東
社
会
学
会
「
年
報
社
会
学
論
集
」
第
六
号
　
一
九
九
三
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
0
）
テ
ー
マ
の
一
点
集
中
か
総
花
式
か
の
是
非
は
一
概
に
は
確
定
で
き
な
い
。

（
1
1
）
九
二
年
当
時
。
な
お
、
以
下
人
物
の
役
職
、
所
属
お
よ
び
政
党
名
は
九
二
年
六
月
時
点
の
も
の
で
あ
る
。
「
与
党
」
は
自
由
民
主
党
で
あ
り
、
「
野
党
」
は

　
　
そ
れ
以
外
の
政
党
、
を
さ
す
。
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（
1
2
）
現
在
（
九
三
年
九
月
）
で
は
、
自
民
党
が
下
野
し
連
立
政
権
が
「
与
党
」
と
な
っ
て
い
る
。

（1
3
）
こ
の
政
党
シ
ン
ボ
ル
す
ら
も
「
政
治
漫
画
」
の
硬
直
化
を
招
く
原
因
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
≦
°
↑
餌
ロ
σ
q
o
＜
色
辞
．
．
㊥
o
一
在
6
巴
否
①
詳
o
o
自
①
る
力
呂
o
島
賃
日

　
　
o
｛
㊥
o
一
一
亘
6
巴
O
o
日
日
§
…
8
亘
o
ロ
．
、
．
甘
甘
日
①
亘
o
自
こ
o
已
コ
↓
巴
o
咋
㊥
o
一
］
臥
o
巴
臣
已
8
江
o
P
凸
－
（
一
q
っ
◎
。
ご
“
ω
』
ω
－
ω
謁
゜
ま
た
、
「
政
党
シ
ン
ボ
ル
」
に
つ
い
て

　
　
は
、
綱
≡
冨
ヨ
O
「
o
⇔
蔓
o
牛
　
寒
ぎ
尋
＠
§
↑
o
、
－
（
零
．
国
゜
笥
苫
o
ヨ
餌
ロ
①
ロ
O
O
o
日
冨
コ
S
一
㊤
゜
。
O
）
を
参
照
。

（
1
4
）
「
政
治
漫
画
」
に
描
か
れ
る
「
女
性
」
に
つ
い
て
は
、
性
差
や
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
民
゜
ζ
o
ぺ
o
お
］
°
o
り
色
色
o
門
↓
°
O
已
コ
司
”

　
　
①
邑
〉
°
〉
〈
0
9
．
、
綱
O
∋
O
白
日
」
巳
ぺ
づ
O
ロ
詳
ゴ
O
餌
詳
O
O
房
‥
〉
一
〇
〇
－
く
O
p
。
「
↑
O
O
詳
、
、
．
」
O
已
ヨ
巴
O
｛
O
O
日
日
ロ
邑
6
①
匡
O
P
≦
日
9
5
（
一
q
∋
◎
。
O
）
、
N
一
－
ω
O
°
ま
た
、

　
　
「

政
治
漫
画
」
で
は
な
い
が
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
の
女
性
像
を
扱
っ
た
最
近
の
研
究
と
し
て
、
諸
星
泰
樹
『
雑
誌
文
化
の
中
の
女
性
学
』
（
明
石
書
店
、
一
九

　
　
九
三
年
）
が
あ
る
。

（
1
5
）
批
判
者
と
し
て
の
庶
民
像
の
見
直
し
は
慎
重
を
要
す
る
。
庶
民
を
批
判
し
た
り
嘲
笑
し
た
り
す
る
こ
と
が
彼
ら
の
相
対
化
で
な
く
、
既
存
の
強
者
の
正
当

　
　
化

（愚
民
観
の
徹
底
）
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。
「
笑
い
」
の
面
で
は
既
に
入
○
年
代
か
ら
、
観
客
や
社
会
的
弱
者
を
あ
ざ
け
り
笑
う
こ
と
が
「
笑
い
」
と

　
　
し
て
認
知
さ
れ
か
か
っ
て
い
る
。

（
1
6
）
対
比
・
対
照
の
技
法
は
、
動
作
に
よ
る
組
合
せ
だ
け
で
な
く
、
状
態
の
表
現
に
お
い
て
も
可
能
で
あ
る
。

（
1
7
）
漫
画
家
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
が
新
聞
社
（
特
に
文
化
部
）
と
の
親
密
な
接
触
を
生
む
。
そ
う
す
る
と
、
漫
画
家
が
価
値
自
由
を
保
つ
に
は
過
大
な
エ
ネ
ル
ギ

　
　
ー
を
必
要
と
す
る
。
「
毎
日
が
締
切
」
状
況
の
悲
惨
さ
に
つ
い
て
は
、
長
谷
川
町
子
「
サ
ザ
エ
さ
ん
う
ち
あ
け
話
』
（
姉
妹
社
、
一
九
七
九
年
）
が
詳
し
い
。

　
　
ま
た
、
連
載
漫
画
家
の
「
出
版
社
囲
い
込
み
」
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
近
頃
マ
ン
ガ
が
つ
ま
ら
な
い
！
」
（
『
S
P
A
！
』
脚
，
1
8
、
一
九
九
三
年
）
二
〇
頁

　
　
ー
二
九
頁
、
を
参
照
。

（
1
8
）
そ
の
た
め
、
「
毎
日
」
の
社
説
で
対
応
を
考
察
で
き
る
の
は
四
枚
だ
け
に
な
っ
た
。
P
K
O
関
連
の
社
説
が
六
月
一
五
日
の
法
案
成
立
以
後
も
続
け
て
掲

　
　
載
さ
れ
る
の
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
だ
が
、
こ
れ
が
特
異
に
見
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
、
問
題
が
あ
る
。

（
1
9
）
「
議
貝
辞
職
願
」
を
提
出
し
た
の
は
衆
院
の
社
会
党
議
員
だ
け
で
は
な
い
。
社
会
民
主
連
合
の
議
員
も
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
政
治
漫

　
　
画
」
を
は
じ
め
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
は
「
社
会
党
の
失
点
」
と
し
て
神
話
の
形
成
に
関
与
し
た
。

＊
本
論
文
の
作
成
に
あ
た
り
、
「
平
成
四
年
度
北
陸
大
学
特
別
研
究
助
成
」
の
研
究
助
成
を
得
た
。
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計 WP 読売 毎日 朝日

60 13 18 7 22 政
治

4 1 3 0 0 外
交

2 0 2 0 0 経
済

1 1 0 0 0 労
働

18 1 9 1 7 世
界

0 0 0 0 0 文
化

3 3 0 0 0 社
会

0 0 0 0 0
系
↓

1 1 0 0 0
そ
の
他

89 20 32 8 29 計

（表

1
）
「
政
治
漫
画
」
に
お
け
る
テ
ー
マ

WPはワシントン・ポスト
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政治漫画の日米比較（茨木）

計 WP 読売 毎日 朝日

6 1 4 1 0 政
党

8 6 0 1 1 選
挙

30 1 12 4 13 議
会

3 0 1 0 2 内
閣

6 3 1 0 3 政
策

7 2 0 1 3 元

60 13 18 8 22 計

（表

2
）
「
政
治
」
細
目

計 WP 読売 毎日 朝日

11 7 3 1 0 0
人

35 9 16 2 8 1
人

16 2 6 1 7 2
人

11 1 4 1 5 3
人

16 1 3 3 9 以4
上人

89 20 32 8 29 計

（表

4
1
1
）
認
知
で
き
る
人
物
数
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計 WP 読売 毎日 朝日

23 5 11 1 6 無機物

18 9 3 0 6 身　体

22 3 10 1 8 生　物

2 0 0 2 0 スポーツ

4 0 2 0 2 自　然

2 0 0 0 2 芸　術

8 0 3 3 2 衣　服

4 0 2 0 2 飲食物

6 3 1 1 1 建造物

89 20 32 8 9 計

北陸法學第1巻第3号（1993）

　　　　　　蓑
　　　　　　旦

　　　　　　シ
　　　　　　ン
　　　　　　ボ
　　　　　　ル
　　　　　　化
　　　　　　さ
　　　　　　れ
　　　　　　た
　　　　　　事
　　　　　　物

計 WP 読売 毎日 朝日

43 7 16 4 16 大統領
首　相

82 14 2 6 18 政治家
与　党

18 12 12
政治家野　党

35 1 20 0 14 外国人

2 0 2 0 0 その他

4 22 58 22 50 計

（表

4
1
2
）
人
物
像
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政治漫画の日米比較（茨木）

計 WP 読売 毎日 朝日

30 4 10 4 12 首相大統領

27 5 5 3 14 政　治　家

17 1 10 0 6 外　国　人

4 2 0 0 2 庶　　　民

2 0 0 0 2 女　　　性

9 7 0 1 1 物　　　質

5 0 3 0 2 そ　の　他

94 19 28 8 39 計

計 WP 読売 毎日 朝日 首相大統領

7 2 1 0 4 外　国　人

9 0 5 0 4 選　　　挙

2 0 0 0 2 食　　　物

3 0 1 0 2 政　　　治

11 4 1 4 2 庶　　　民

4 4 0 0 0 そ　の　他

36 4 26 3 3 計

72 14 34 7 17

（表

5
）
「
政
治
漫
画
」
の
「
主
体
」

（表

6
）
「
政
治
漫
画
」
の
「
客
体
」
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北陸法學第1巻第3号（1993）

計 WP 読売 毎日 朝日

28 7 12 3 6 積極的行為

17 5 4 2 6 消極的行為

6 0 1 1 4 外の作用

15 4 2 2 7 意外な結果

11 2 4 0 5 視覚的行為

12 2 9 0 1 感情の表出

89 0 32 8 29 計

計 WP 読売 毎日 朝日

38 14 16 0 8 線・形態

27 12 6 1 8 身体の誇張

63 10 22 5 26 配　　　置

34 8 6 5、 15 大　き　さ

38 8 14 1 15 動　　　き

200 52 64 12 72 計

（表

7
）
「
述
部
」
の
分
類

（表

8
）
表
現
形
式
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政治漫画の日米比較（茨木）

計 WP 読売 毎日 朝日

26 8 11 3 4 優位

29 7 10 2 10 中立

34 5 11 3 15 劣位

89 20 32 8 29 計

計 WP 読売 毎日 朝日

34 5 11 3 15 解説

32 8 9 3 12 説明

23 7 12 2 2 暴露

89 20 32 8 29 計

（表

9
）
画
像
と
文
字
情
報
（
そ
の
ー
）

（表
1
0
）
画
像
と
文
字
情
報
（
そ
の
2
）
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計 WP 読売 毎日 朝日

15 1 13 0 1 好　意

27 3 10 2 12 中　立

47 16 9 6 16 非好意

テ
↓

89 20 32 8 29 計

15 3 8 0 4 好　意

14 5 5 1 3 中　立

36 10 8 5 13 非好意

社
説

65 18 21 6 20 計

10 1 6 1 2 好　意

64 12 21 6 25 中　立

9 1 5 1 2 非好意

記
事

83 14 32 8 29 計

蜘09誇第蜷鱗蹴
」

（表

1
1
）
「
政
治
漫
画
」
の
立
場

テ
ー
マ

意好

立中

意好非
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